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6月5日は「環境の日」、6月は「環境月間」です
6月1日から6月7日は水道週間です
市民との協働によるまちづくり提案事業
平成30年度市県民税について

羽ばたけ未来の Jリーガー！
5 月 13日㈰、八女東部スポーツ公園（グリーンフィールド八女）クラ
ブハウスオープニングイベント「サッカーフェスタ八女」が行われ、な
でしこレジェンドや元プロサッカー選手らを招いてサッカー教室やフレ
ンドリーマッチが開催されました。（19ページに関連記事）
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３
Ｒ
に
取
り
組
も
う

②リユース
（Reuse）
繰り返し使う

①リデュース
（Reduce）
ごみを減らす

③リサイクル
（Recycle）
資源として再生
利用する

3Ｒ

　
平
成
26
年
度
か
ら
「
小
金
属

類
」「
ス
プ
レ
ー
缶
」「
小
型
廃
家

　
燃
や
す
ご
み
の
中
に
は
、
ま

だ
多
く
の
資
源
が
混
じ
っ
て
い
ま

す
。
特
に
多
い
の
が
、
菓
子
箱
や

包
装
紙
な
ど
の
「
雑
紙
（
ざ
つ
が

み
）」と
呼
ば
れ
る
物
で
す
。レ
シ
ー

ト
や
メ
モ
用
紙
な
ど
の
小
さ
な
物

も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
雑
紙
は
燃
や
す
ご
み
で
は
な

雑
紙
は
貴
重
な
資
源
で
す

　
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
八
女
市
で
は
不

用
に
な
っ
た
小
型
家
電
に
含
ま
れ

る
資
源
か
ら
、
入
賞
メ
ダ
ル
を
作

る
と
い
う
国
を
挙
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
各
行

政
区
や
八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
回
収
し
て
い
る
小
型
廃
家

電
が
入
賞
メ
ダ
ル
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　
八
女
市
で
は
平
成
29
年
４
月

～
平
成
30
年
２
月
末
の
累
計
で
、

約
32
ト
ン
の
小
型
廃
家
電
を
回

収
（
人
口
１
人
あ
た
り
約
４
８
７

グ
ラ
ム
）
し
、
県
内
で
ラ
ン
キ
ン

グ
２
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
小
型
廃
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
へ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
減
量
に
向
け
て

～
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
～

６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」、
６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

　
「
環
境
の
日
」
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
国
連
で
は
、
日
本

の
提
案
を
受
け
て
６
月
５
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
日
本
で
は
「
環
境

基
本
法
」
で
「
環
境
の
日
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
の
日
」
を
含
む
６
月
は
「
環
境
月
間
」
と
し
て
、
大
気
汚
染
や
地
球
温
暖
化
な

ど
多
く
の
環
境
問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
限
り
あ
る
資
源
や
環
境
の
保
全
に
対
し
て
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

電
」
の
分
別
、
平
成
29
年
度
か

ら
「
ガ
ラ
ス
食
器
類
、陶
磁
器
類
」

の
資
源
化
に
取
り
組
み
、
近
隣
市

町
で
も
突
出
し
て
い
た
不
燃
ご
み

を
、
大
幅
に
減
量
（
資
源
化
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ

参
照
）

　
し
か
し
、
捨
て
ら
れ
る
ご
み
の

中
に
は
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で

き
る
、
び
ん
類・缶
類・紙
類・ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
の
「
資
源
ご
み
」
や
、

ま
だ
使
え
る
よ
う
な
品
物
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　
不
用
品
を
ご
み
と
し
て
出
す
前

に
、
資
源
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
な

い
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
品
物

が
な
い
か
、
も
う
一
度
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
う

た
め
、
ま
た
物
を
大
切
に
使
う
心

を
育
て
る
た
め
に
も
、
３
Ｒ
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（R

e-
duce

：
ご
み
を
減
ら
す
）
、リ
ユ
ー

ス
（Reuse

：
繰
り
返
し
使
う
）
、

リ
サ
イ
ク
ル
（Recycle

：
資
源
と

し
て
再
生
利
用
す
る
）の
英
単
語
の

頭
文
字
３
つ
の
Ｒ
を
指
し
ま
す
。

く
、
雑
誌
や
書
籍
と
同
じ
く
『
資

源
ご
み
（
そ
の
他
の
雑
紙
）』
と

し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
小
さ
な
雑
紙
は
、
古
封
筒
や

紙
袋
な
ど
に
ま
と
め
て
出
す
と

便
利
で
す
。

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プロ
ジェク
ト

県
内
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位

八女西部クリーンセンターにおける
不燃ごみ年間処理量

平成23年度
■人口1人あたりの
　ごみ排出量（㎏）
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燃
や
す
ご
み
の
出
し
方
に

は「
マ
ナ
ー
」が
あ
り
ま
す

無
許
可
で
の
不
用
品
（
ご
み
）
回
収
行
為
に
ご
注
意
を

1
生
ご
み
は
、
水
切
り
を
し
て

で
き
る
だ
け
袋
の
中
心
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。
鳥
獣
被
害
が
軽
減
で
き

ま
す
。

2
収
集
日
以
外
や
収
集
日
の
前

日
か
ら
の
ご
み
出
し
は
、
控
え
ま

し
ょ
う
。

3
ネ
ッ
ト
の
あ
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
ネ
ッ
ト
を
き
ち
ん

と
掛
け
ま
し
ょ
う
。

4
そ
の
ご
み
に
資
源
は
混
じ
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

ト
レ
イ
・
古
紙
・
古
布
類
は
再
生

で
き
ま
す
。
ま
た
、
び
ん
・
缶
な

ど
燃
え
な
い
ご
み
は
燃
や
す
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ま
せ
ん
。

ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積

所
）
を
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

※
３
月
に
配
布
し
た
「
ご
み
出
し

日
程
表
」（
カ
ラ
ー
印
刷
）
を
見

て
い
た
だ
き
、
燃
や
す
ご
み
の
収

集
日
の
確
認
や
資
源
ご
み
の
分
別

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
の
野
外
焼
却
は
、「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
禁
止
さ
れ
、
違
反
者
に
対

し
て
は
、
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
農
作
業
や
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
う
等

の
伝
統
行
事
な
ど
「
焼
却
禁
止
の

例
外
」
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

生
活
環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
で

す
。
近
隣
の
人
か
ら
『
悪
臭
が
す

る
』『
煙
で
洗
濯
物
が
干
せ
な
い
』

と
言
っ
た
苦
情
が
出
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
野
外
焼
却（
野
焼

き
）は
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
！

　
空
き
地
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で

不
用
品
（
ご
み
）
を
回
収
す
る
行

為
に
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ

く
「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
」

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
処
分
料
を

要
求
し
た
り
、
再
利
用
で
き
な
い

家
電
製
品
を
回
収
す
る
こ
と
は
違

法
で
す
。
無
許
可
の
業
者
に
よ
っ

て
回
収
さ
れ
た
廃
棄
物
が
、
不
適

正
に
処
理
さ
れ
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
八

女
市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
金
属
お

よ
び
家
電
製
品
等
の
資
源
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
処
分
さ

れ
る
際
は
、
各
行
政
区
の
資
源
ご

み
置
き
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

八
女
西
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
小
型
廃
家
電
、
自
転
車
や
ガ
ス

テ
ー
ブ
ル
な
ど
大
型
製
品
を
含
む

金
属
類
は
、
市
役
所
本
庁
舎
も
し

く
は
第
4
日
曜
日
の
拠
点
回
収
会

場
（
八
女
市
会
場
の
み
）
で
無
料

で
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

再
資
源
化
に
よ
る
売
却
益
は
、
市

の
ご
み
処
理
に
要
す
る
経
費
の
貴

重
な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。

【
持
ち
込
み
時
の
受
付
に
つ
い
て
】

⃝

平
日
８
時
30
分
～
16
時
＝
環
境

課
⃝
毎
月
第
4
日
曜
日
８
時
30

分
～
11
時
30
分
＝
拠
点
回
収
会

場
（
お
り
な
す
八
女
大
正
町
駐
車

場
）、
13
時
～
16
時
＝
市
役
所
時

間
外
窓
口

   

た
だ
し
、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
の
対
象
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
（
室
内
・
室
外
機
）、
冷

蔵
庫
お
よ
び
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
お

よ
び
衣
類
乾
燥
機
）
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
支
払
い
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
家
電
販
売
店

に
処
分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
お
よ
び
資
源
化
で
き

る
金
属
類
は
市
役
所
本
庁
舎
で
引

き
取
り
ま
す

◦
犬
を
新
し
く
飼
う
と
き
は
、
市

へ
の
登
録
が
必
要
で
す

　
環
境
課
、
各
支
所
市
民
生
活
福

祉
課
で
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
（
鑑
札
発
行
）
に

は
手
数
料
３
千
円
が
必
要
で
す
。

⃝

市
外
で
登
録
さ
れ
た
犬
を
飼
う

と
き
は

　
八
女
市
外
で
登
録
さ
れ
た
犬
を

飼
う
と
き
は
、
前
の
住
所
地
で
発

行
さ
れ
た
鑑
札
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
八
女
市
の
鑑
札
と
無
償
で
交

換
し
ま
す
。

◦
狂
犬
病
注
射
を
忘
れ
ず
に

　
飼
い
犬
に
対
し
て
、
毎
年
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
接
種

後
、
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
狂

犬
病
予
防
注
射
済
証
」
を
持
参
の

う
え
、
環
境
課
、
各
支
所
市
民
生

活
福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
窓
口
で
注
射
済
票
の
札
を

発
行
し
ま
す
。
発
行
の
際
、
手
数

料
５
５
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
道
路
脇
や
公
園
な
ど
に
放
置
さ

れ
る
犬
の
「
フ
ン
」。
そ
の
多
く
は

散
歩
時
に
一
部
の
無
責
任
な
飼
い

主
が
持
ち
帰
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
で
す
。
き
ち
ん
と
持
ち
帰
っ

　「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
か
わ
い

い
か
ら
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
安

易
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
野
良
猫
が
住
み
つ
い
て
繁
殖

す
る
な
ど
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
と
動
物
愛

護
の
両
面
の
気
持
ち
で
責
任
あ
る

行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

野
良
猫
に

え
さ
を
与
え
な
い
で

犬
の
「
フ
ン
」
は

　

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

て
い
る
飼
い

主
ま
で
が

偏
見
な
ど

で
迷
惑
し

ま
す
。
フ
ン

は
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
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地区名 旧八女市地区

河川名 山の井川 花宗川 中の井川

測定地点 山　内 黒　土 豊　福 大　島 室　岡 下津江 高　塚 大の井手
（上稲富） 前古賀 北馬場 納　楚 下稲富

5 ～ 9月 0.5未満 0.8 5.9 1.0 3.2 0.7 1.1 0.8 1.0 5.0 0.9 2.0
10 ～ 4月 0.6 0.6 3.7 1.0 1.4 0.7 2.8 2.4 1.1 13.0 0.7 11.0

地区名 黒木地区 立花地区

河川名 剣持川 笠原川 田代川 矢部川 中原川 白木川 大倉谷川 辺春川 柳川用水 遠久谷川

測定
地点

古賀橋
付近

中学橋
付近

唐干田
橋付近

釜屋宮
付近

花宗
溜池 山下橋 合ノ原橋 川原田橋 城ノ下橋 紅葉橋 山中橋 中島橋 社日橋 眼鏡橋

8月 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.7 0.8 0.5未満 0.5未満 0.8 0.6 0.8 0.5未満 0.6 0.5未満 0.5未満

2月 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5 1.6 1.0 0.6 0.9 1.7 0.7 0.5未満 1.0 0.8 0.5未満

地区名 立花地区 上陽地区 矢部地区 星野地区

河川名 鳴竹川 広川 下横山川 横山川 星野川 柏木川 矢部川 樅鶴川 御側川 星野川

測定
地点

柚ノ木
付近

耳納大
橋付近

市道下横
山線沿い

市道黒
岩線沿い

藤木区消防
道路付近

北川内公
園付近 半沢区堰 西園

付近
所野広場

付近
神ノ窟
付近

稗田
付近

十籠交差
点付近

年の神
橋付近

8月 0.6 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

2月 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

※旧八女市地区の環境基準は、通水期（5月～ 9月）は3㎎ /ℓ以下、停水期（10月～ 4月）は5㎎ /ℓ以下です。表
の数値は、年間検査集計の75％値です。

※黒木地区、立花地区、上陽地区、矢部地区および星野地区の環境基準値は、2㎎ /ℓ以下です。

（単位：㎎/ℓ）

八女市内の
河川の水質状況

河川の汚濁の主な原因は、家庭から浄化されずに流される台所、洗濯、
風呂水等の生活排水です。表の数値はＢＯＤ値というもので、この数
値が大きいほど汚れがひどいことを示しています。河川環境の改善の
ためにも、下水道の加入や浄化槽の設置などの協力をお願いします。

平成
29年度

種　　類 内　　容 補助金額 個人負担金額

①コンポスター 畑据付型 4,000円
3,066円(100㍑ )
4,434円(150㍑ )

10,503円(300㍑ )

②EMバケツ バケツ型
(20㍑ ) 1,560円 500円

③電気式処理機 屋外・屋内
設置型

購入価格の
1/2(奨励金) 購入価格

　
ご
み
減
量
の
た
め
の

　
　「
生
ご
み
処
理
器
」
購
入
補
助
金

※③の奨励金の額は、１台につき15,000円を限度とします。

市
お
よ
び
環
境
衛
生
協
議
会
で

は
、
ご
み
減
量
の
た
め
に
生
ご
み

処
理
器（
機
）の
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
②
の
場
合
＝
個
人
負
担
金
額
と

印
鑑

③
の
場
合
＝
購
入
し
た
電
気
式
生

ご
み
処
理
機
の
領
収
書
、
保
証
書

（
販
売
店
の
記
載
が
必
要
）、
奨
励

金
振
込
口
座
通
帳
（
コ
ピ
ー
可
）、

印
鑑

注
意
事
項
＝
生
ご
み
処
理
器
の
利

用
は
臭
い
を
伴
い
ま
す
の
で
、
設

置
に
際
し
て
は
周
辺
住
民
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
補
助
金・
奨
励
金
申
請
の
問
い

合
わ
せ

▽
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

▽
黒
木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）
▽
立
花
支

所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
３
）
▽
上
陽
支
所
市
民
生

活
福
祉
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支

所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
２
・

３
１
１
３
）

ＥＭバケツ（右）とコンポスター



　自動車や工場・事業場などから排出される大気中の窒素酸化物、揮発
性有機化合物などが、太陽からの紫外線を受け光化学反応を起こして作
り出される物質の総称です。光化学オキシダント濃度が高くなり、空が
白く「もや」がかかったような状態を「光化学スモッグ」とよんでいます。
◦光化学オキシダント注意報等のお知らせ方法
　高濃度のオキシダントが発生した場合、福岡県が市町村ごとに注意報
等を発令します。八女市に注意報等の発令が行われた場合は、速やかに、
ＦＭ八女の一斉放送でお知らせします。また、注意報が解除された場合
も同様にお知らせします。
◦注意報等発令時の行動の目安
　外出は控えましょう。屋外での作業や運動はやめて、家の中に入りま
しょう。目やのどに刺激を感じたときは、洗眼やうがいを行い、室内で
安静にしましょう。症状に応じて医療機関の診断を受けましょう。
◦被害を受けたら
　環境課もしくは各支所市民生活福祉課まで連絡をお願いします。

　大気中に浮遊する小さな粒子のうち、粒子の大きさが2.5マイクロメー
トル以下の非常に小さな粒子のことです。ＰＭ2.5は、物の燃焼などによっ
て直接排出されるものと大気中での化学反応により生成されたものとが
あり、その成分には、炭素成分、硝酸塩、硫酸塩等の無機元素などが
含まれます。また、さまざまな粒径のものが含まれており、地域や季節、
気象条件などによって組成も変動します。粒子の大きさが非常に小さい
ため、肺の奥深くまで入りやすく、喘息や気管支炎などの呼吸器系疾患
への影響のほか、肺がんのリスクの上昇や循環器系への影響も懸念され
ています。
◦ＰＭ2.5に係る注意喚起のお知らせ方法
　PM2.5の濃度が、注意喚起のための暫定的な指針値である日平均値70
マイクログラム/㎥を超えると予測される場合に、福岡県が注意喚起を行
います。注意喚起の判断は、福岡県が早朝と午後の早い時間に行います。
福岡県が筑後地域に注意喚起を行った場合、速やかにFM八女の一斉放
送でお知らせします。また注意喚起が解除された場合も同様にお知らせし
ます。
◦注意喚起時の行動の目安
　不要な外出や屋外での長時間の激しい運動をできるだけ減らしましょ
う。換気や窓の開閉を最小限にし、屋内への外気の侵入をできるだけ少
なくしましょう。特に呼吸器系や循環器系疾患のある方、小さいお子さ
まやご高齢の方は、体調の変化に注意しましょう。

　福岡県の防災情報等メール配信システム（防災メールまもるくん）に
登録いただくと、光化学オキシダント注意報発令等やＰＭ2.5注意喚起の
情報が配信されます。登録は、携帯電話やスマー
トフォンでmamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.
lg.jpに空メールを送信するか、次のＱＲコードを
読み取って行うことができます。また、大気汚染
の情報が公表されている福岡県のホームページ
や、八女市のホームページから確認できますので
ご利用ください。
◦問い合わせ
　＝環境課環境保全係  （☎２３・１４６２）　

◉光化学オキシダントとは

◉微小粒子状物質（ＰＭ2.5）とは

◉注意喚起や注意報等発令情報の入手方法

QR コード

　近年、家庭用ボイラーの燃
料タンクや農業施設等の燃料
導管の劣化による亀裂から、
油が漏れる事故が多発してい
ます。油の流出は土壌、地下
水、河川等を汚染し、地下水
を利用する方へ甚大な被害を
及ぼすだけでなく、農水産物
へ大きな影響を及ぼすことも
あります。
　油漏れ事故が発生した場
合、油の拡散を防ぐため、河
川へのオイルフェンスや吸着
マットの設置並びに汚染され
た土壌の回収など産業廃棄物
処理をしなくてはなりませ
ん。これらの処理費用は、す
べて原因者が負担することに
なり、莫大な費用がかかる場
合があります。油漏れ事故の
原因は、人為的な不注意や導
管の劣化など、様々な原因が
考えられます。未然の事故防
止と初期対応がもっとも重要
です。
◦油流出事故が発生したら？
　油流出事故が発生した場合
や気付いた場合には、八女
消防本部（☎ 24・0119）南
筑後保健福祉環境事務所（☎
23・6964）市役所環境課（☎
23・1462）へご連絡くださ
い。

　騒音・振動および悪臭は、
公害の中でも日常生活に関係
の深い問題であり、睡眠・会
話妨害や、食欲不振・頭痛を
もたらすなど、人の健康や生
活環境を保全する上で問題に
なりがちです。
　また、臭いの感覚ではよい
香りでも強すぎると不快に感
じるなど、人によっては感じ
方が異なるため、悪臭問題は、
騒音・振動と同じように感覚
公害といわれています。この
ようなことからも、日頃から
生活環境に配慮した作業の実
施や行動が大切です。人と人
のつながりを深めながら意識
の高揚に努めましょう。

　光化学オキシダント、
　　　微小粒子状物質（ＰＭ２．５）にご注意を！

油漏れ事故にご注意を！
～日常点検のお願い～

より良い生活環境に向けて

広報八女 2018.6.15



6　2018.6.1  広報八女

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

水道局職員を装ったトラブルが多発しています。上下水道
局では、次のようなことは行っておりません。
①一般家庭の水質検査 ②浄水器などの販売・貸し出し・
あっせん ③給水管の清掃・修理など

悪
質
な
業
者
に

ご
注
意
‼

受水槽を設置されている人（事業所）は・・・
水道法および八女市給水条例に基づき、受水槽の清掃、水
質検査を年１回以上実施することが義務付けられています。
適正な受水槽の管理をお願いします。

　
八
女
市
は
上
水
道
事
業
「
旧

八
女
市
・
旧
立
花
町
・
旧
上
陽

町
（
一
部
地
域
を
除
く
）」
お
よ

び
簡
易
水
道
事
業
「
旧
黒
木
町・

旧
星
野
村
（
一
部
地
域
を
除
く
）」

に
よ
り
、
安
全
で
安
定
し
た
水

道
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
は
、

市
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を

お
く
る
た
め
、
水
道
法
で
定
め

ら
れ
た
水
質
検
査
を
実
施
し
、

い
つ
で
も
安
心
し
て
飲
め
る
水

を
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

配
水
管
（
水
道
本
管
）
が
整
備

さ
れ
た
地
区
で
、
上
水
道
に
未

加
入
の
方
は
、
安
心
し
て
利
用

で
き
る
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水

道
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
実
施
す
る
水
質
検
査
計

画
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
工
事
（
新
設
・

改
造
・
修
繕
・
撤
去
）
は
、
水

道
法
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
工

事
事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
（
左
ペ
ー
ジ
表
に
八
女
市
内

業
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）。

　
自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破
損

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
に
あ
る
バ
ル
ブ
を
閉
め
る
な

ど
の
応
急
処
置
を
し
て
、
最
寄

り
の
指
定
事
業
者
（
有
料
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
の

開
始
・
中
止
の
手
続
き
が
必
ず

必
要
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

中
止
時
に
は
水
道
料
金
の
精
算

水道水
安全おいしい
金メダル

６月１日から７日までは水道週間です

が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
な
い

場
合
、
水
道
を
使
用
さ
れ
な
く

て
も
料
金
が
発
生
し
ま
す
の
で

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

《
料
金
等
の
こ
と
》

　
　
　
　
☎
２
３・１
９
４
９

《
工
事
等
の
こ
と
》

　
　
　
　
☎
２
３・１
１
０
７

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

　
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た

め
、
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
人
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
浄
化
槽
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
４
月
15
日
号
の
広
報
に
折
り

込
ま
れ
て
い
る
「
八
女
市
の
主

な
定
住
支
援
・
施
策
を
紹
介
し

ま
す
。」
の
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

◦
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受
付

＝
12
月
28
日
㈮
ま
で
※
遅
く
と

も
着
工
予
定
日
の
7
日
前
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に

は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
提
出
・
補
助
金
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道

局
下
水
道
総
務
係
（
☎
２
３
・

１
１
４
８
）

　
河
川
の
水
質
悪
化
の
一
番
の
原

浄
化
槽
で
き
れ
い
な
河
川
を

　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
設
置
費
用
を

　
　
　
補
助
し
ま
す

河
川
の
浄
化
に
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

因
は
、
生
活
排
水
（
台
所
・
風

呂
・
洗
濯
な
ど
の
排
水
）
で
す
。

汲
み
取
り
便
槽
や
単
独
処
理
浄

化
槽
の
家
庭
で
は
、
生
活
排
水

は
処
理
さ
れ
ず
に
河
川
へ
流
れ
て

い
ま
す
。
浄
化
槽
は
し
尿
だ
け
で

は
な
く
、
生
活
排
水
も
処
理
し

て
環
境
負
荷
の
な
い
レ
ベ
ル
に
浄

化
し
て
河
川
へ
流
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合
、

家
庭
か
ら
最
終
的
に
排
出
さ
れ

る
生
活
排
水
の
汚
れ
の
量
を
、

約
10
分
の
１
に
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
き
れ
い
な
河
川
を
守
る
た
め

に
は
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持

管
理
が
必
要
で
す
。

　
浄
化
槽
の
設
置
者
は
、
浄
化

槽
の
設
置
状
況
や
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
指
定
検
査
機
関
に
よ

る
法
定
検
査
・
清
掃
・
保
守
点

検
を
受
け
る
よ
う
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
、
忘
れ
ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
の

　
　
適
正
な
維
持
管
理
を
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▼指定給水装置工事事業者（5月1日現在 ※順不同）

校区 業　者　名 電話番号 校区 業者名 電話番号

福島

丸谷商事 23・4118 岡山 徳住工業 24・5262
千代田工業㈱ 22・4307 濵田設備 24・4818
牛島電機工業㈱ 24・2171

上陽

㈲角屋 54・3318
㈱吉田ボーリング工業 24・4743 ㈲村口電工 54・2278
ひら川設備 24・3115 ㈱高田電気 54・2049
アズ八女店 24・1101 ミスミデンキ 54・2143

長峰

創水 22・5840 ㈲井上商店住設部 54・2165
㈲井手プロパン商会 23・3065 ㈲ヤマト 54・2125
㈲岩本住設 22・4718 西木テレビサービス 54・3208
㈲八女衛生社 23・5435

黒木

㈲橋村住設 42・0096
水環境企画・一究 22・5109 ㈲住環境総合開発 42・1185
ともけい設備 22・3564 ケア設備梅野 42・3450
㈱ホクショウ 23・3323 仁田原商店 45・0035
牛島設備工業㈲ 23・7570 モリアキ建設㈲ 42・3827
橋村建設工業㈲ 23・6898 三和住宅設備 42・4051

上妻

八女食糧販売㈱ 23・2166 合柴尾電気商会 42・1183
牛島燃料店 22・2869 馬渡設備工業 42・1335
三宅設備 23・2368 ㈲椿原住宅設備 42・0269
㈲馬場燃料店 23・4060 椿原住宅設備工事部 42・1237
井上設備 24・0165 ㈲穴見商店 42・0130

八幡 ㈲スミ設備工業 22・5465 和興住宅設備 45・0879
三河 田中設備 22・3944

筑南
㈲立花電工 23・1533

忠見
川口ガス住設 23・7667 ㈲クリハラ管工事 22・5971
野田ホームガス設備 22・3015 ㈲弥栄工業 23・1198
西村住設 24・1067

立花

電 ’sタカヤマ 37・0062

岡山

㈱中村 23・3158 ㈲今村住設 37・0316
ＥＭ田中 22・4319 マルタ電器 37・0256
㈲タナカエンジニア 24・3147 ㈲牛嶋住興 22・6611
清香設備工業㈱ 22・7888 原管工 37・0692
大石設備 23・0848 河原設備 37・0553
㈱九電工 八女営業所 23・2456 平島設備 37・1025
すまい創琳 22・5612 星野 ㈱山口電気 52・3218

「緑のカーテン」にチャレンジしてみませんか？
　市役所本庁南側１階に、今年も緑のカーテ
ンを設置し、地球環境に優しい環境保全型家
庭菜園のモデルとして取り組みます。つる性植
物を利用した「緑のカーテン」は、熱エネルギー
の遮断効果、葉の気孔からの水分蒸散により、
日差しや騒音を和らげてくれるだけではなく、
室内温度の上昇も抑える効果などがあるといわ
れています。
　また、エアコンの省エネ効果と地球温暖化
の主な原因である温室効果ガス削減にささや
かながら貢献できます。
　たかが植物と思われがちですが、真夏にじ
りじりと照りつける肌を刺すような太陽の日差
しも、ちょっとした木陰が心地よく感じられる

ように、植物な
らではの効果が
あることが、過
去の実績から証
明されています。
　この緑のカー
テンの設置によ
り、室内のエアコン設定温度を、数度上げるこ
とも可能となります。
　「ニガウリ」等のつる性植物を植えて、強い
日差しを遮断し、涼しい風情をつくりだす「緑
のカーテン」にチャレンジしてみませんか。

◦問い合わせ＝環境課（☎２３・１４６２）
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次のどれかに当てはまる場合は、かかりつけ医や下記の窓口に相談してください。

　

人
は
誰
で
も
悲
し
い
こ
と
や
失

敗
を
体
験
す
る
と
、
落
ち
込
ん
で

ゆ
う
う
つ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す

が
、
多
く
の
場
合
は
時
間
が
た
て

ば
も
と
に
戻
り
ま
す
。
し
か
し
、
ゆ

う
う
つ
な
気
分
や
、
趣
味
な
ど
を

楽
し
め
な
い
状
態
が
２
週
間
以
上

続
き
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
場
合
、
う
つ
病
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
う
つ
病
は
脳
の
変
調

に
よ
る
病
気
で
あ
り
、
単
に
や
る
気

が
な
い
わ
け
で
も
、
な
ま
け
て
い
る

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
う
つ
病
は

特
別
な
病
気
で
は
な
く
、
誰
も
が

か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
引

越
し
や
転
勤
、結
婚
、離
婚
、失
業
、

身
体
の
病
気
、
家
族
の
死
、
過
重

労
働
な
ど
の
環
境
の
変
化
や
喪
失

体
験
な
ど
が
重
な
っ
て
起
こ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

【
こ
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
や
す
い
変
化
】

▽
ゆ
う
う
つ
に
な
る
、
気
分
が
沈
む

▽
何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
、
楽
し

め
な
い

▽
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る

▽
「
し
な
け
れ
ば
」
と
思
う
が
、お
っ

く
う
で
あ
る

▽
集
中
力
や
思
考
力
が
低
下
す
る

▽
自
分
を
責
め
、
自
分
は
価
値
が

な
い
と
感
じ
る

▽
「
死
に
た
い
」
と
い
う
考
え
が
浮

か
ぶ

【
か
ら
だ
に
あ
ら
わ
れ
や
す
い
変
化
】

▽
疲
れ
や
す
く
、
だ
る
い

▽
よ
く
眠
れ
な
い
、
朝
早
く
目
が
覚

め
る

▽
食
欲
が
な
い
、
食
べ
物
が
美
味
し

い
と
感
じ
な
い　

▽
首
や
肩
が
こ
る　

▽
頭
が
重
い
、
痛
い

▽
お
な
か
の
調
子
が
悪
い

▽
胸
が
ド
キ
ド
キ
す
る

①
十
分
な
休
養･･･

ま
ず
は
、
こ
こ

ろ
も
か
ら
だ
も
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

②
医
療
機
関
の
受
診
・
薬
物
療
法

･･･

副
作
用
の
少
な
い
新
し
い
抗
う

つ
薬
が
出
て
い
ま
す
。

③
支
持
的
精
神
療
法
・
認
知
行
動

療
法
な
ど･･･

病
気
の
状
態
に
よ
っ

て
、
組
み
合
わ
せ
る
と
有
効
で
す
。

 6 月 27 日㈬　おりなす八女
 7 月 25 日㈬　おりなす八女
 8 月 23 日㈭　おりなす八女
 9 月 26 日㈬　おりなす八女
10 月  5 日㈮　ふじの里
10 月24日㈬　おりなす八女

11月 28 日㈬　おりなす八女
12 月19 日㈬　おりなす八女
 1月 30 日㈬　おりなす八女
 2 月 27 日㈬　おりなす八女
 3 月 27 日㈬　おりなす八女

「
う
つ
病
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
う
つ
病
」
か
も
？

自
分
で
気
付
く
サ
イ
ン

「
う
つ
病
」に
か
か
っ
た
と
き
は
…  

う
つ
病
の
治
療
に
つ
い
て

見
逃
さ
な
い
で
、「
う
つ
病
」の
サ
イ
ン

◆ ①～⑤番のうち２項目以上該当し、毎日の生活に支障がある場合
◆ ⑥に該当する場合  ◆ ⑦に該当する場合

        （
☎
２
３
・１
３
５
２
）

健
康
推
進
課
保
健
指
導
係

《
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
窓
口
》

□ ①毎日の生活に充実感がない

□ ②これまで楽しんでいたことが、楽しめなくなった

□ ③以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる

□ ④自分が役に立つ人間と思えない

□ ⑤わけもなく疲れたような感じがする

□ ⑥不眠が続き、生活に支障がある

□ ⑦気分がひどく落ち込んで、自殺について考えることがある

この２週間、ほとんど毎日続いている項目にチェックをつけましょう。

▼ 心理士によるこころの相談 ◦受付時間＝13 時 30 分～ 15 時 30 分
（1人30分～1時間程度）※予約制（3人/日）

都合により日程を変更することがあり
ます。予約の際にご確認ください。

こ
こ
ろ
、健
康
で
す
か
？

ま
ず
は
、
こ
こ
ろ
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う

自
分
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
サ

イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、
一
人
で
抱

え
こ
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
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ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス

タ
会
場
内
で
胃
の
健
康
度
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
の
有
無
と
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン

検
査
に
よ
り
、
将
来
の
胃
が
ん
に

な
る
リ
ス
ク
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

胃
が
ん
そ
の
も
の
を
見
つ
け
出
す

検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
日
時
＝
７
月
８
日
㈰
12
時
～
15

時
30
分

◦
定
員
＝
45
人
（
先
着
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女　

◦
予
約
＝
６
月
７
日
㈭
か
ら
※
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦
対
象
＝
八
女
市
に
住
民
票
を
有

す
る
20
歳
～
74
歳
の
人
（
平
成
30

年
４
月
１
日
現
在
）。

◦
検
査
で
き
な
い
人

▽
胃
・
食
道
・
十
二
指
腸
疾
患
で

治
療
中
の
人

▽
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る
薬
を
服

用
中
の
人

▽
胃
を
切
除
し
た
人

▽
慢
性
腎
不
全
の
人

▽
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
治
療
を
し
た
人

▽
免
疫
不
全
・
低
下
の
状
態
に
あ

る
人

◦
内
容
＝
血
液
検
査

※
絶
食
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

◦
自
己
負
担
金
＝
１
０
０
０
円　

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課
保
健
指
導
係

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

市では、7 月8日㈰におりなす八女で「ス
ポーツ・健康づくりフェスタ」を開催します。
これは、健康づくりについて楽しみながら
学び、健康寿命の延伸に向けて考えてい
ただくイベントです。詳細は、別途各家庭
に配布する「スポーツ・健康づくりフェス
タ」のチラシをご覧ください。市では、平
成 28 年 5 月15 日に「スポーツ・健康づ
くり都市宣言」をしました。

【1ページ】
《対象者》 平成 30 年 4 月1日に八
女市に在住する 40 歳以上の方、な
お平成 31 年 3 月 31日までに 40
歳になる方も含みます。
★転入された方も対象となります。

【4 ページ】
②肺がん検診（喀痰検査）費用欄

（正）肺がん検診　無料　
　　（喀痰検査　500 円）
★喀痰検査が必要な場合のみ有料

（500 円）になります。

スポーツ・健康づくり
フェスタを開催します

胃
の
健
康
度
検
診

を
受
け
ま
せ
ん
か

（
料
金
千
円
・
要
予
約
）

八女市健康
ポイント
事業対象

実施期間 平成 30 年６月１日～平成 30 年１１月３０日

対象者 平成 30 年度中に 40・50・60・70 歳になる方

受診場所 八女市、筑後市、広川町の指定歯科医院
（案内チラシに指定歯科医院の一覧を掲載しています）

検診内容 問診、歯科検診、歯面清掃

個人負担金 300 円

受診回数 １人に１回限り

個人負担金が
無料になる方

①市民税非課税世帯の方
　「八女市がん及び歯周病検診無料受診証明書」を本庁健康
　推進課または各支所市民生活福祉課で申請してください。
②生活保護世帯の方
　「生活保護受給証明書」を本庁福祉課で申請してください。

持参するもの 受診券、健康保険証、個人負担金（300 円）、上記の無料証
明書（該当の方のみ）

※問診票は受診される歯科医院で記入してください。
◎歯周病は 40 歳以降に歯を失う原因の第 1位です。
◎対象者の方はぜひこの機会に歯周病検診を受け、
お口の状態を確認しましょう。

八
女
市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
歯
・
口
腔
の
健
康
を
保
ち
、
い
つ
ま
で
も
健

康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
6
月
か
ら
歯
周
病
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者

の
方
に
は
、
５
月
下
旬
頃
に
受
診
券
お
よ
び
案
内
チ
ラ
シ
を
郵
送
し
ま
す
。

受
診
す
る
際
は
、
事
前
に
歯
周
病
検
診
指
定
歯
科
医
院
に
予
約
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
受
診
当
日
は
受
診
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

６
月
か
ら
歯
周
病
検

診
が
は
じ
ま
り
ま
す

◦問い合わせ＝
健康推進課
保健総務係

（☎ 23・1201）

【お詫びと訂正】 平成 30 年度八女市
健康ポイント事業ガ
イドブック（5 月 15
日号と同時に配付）
に誤りがありまし
た。お詫びして右の
とおり訂正します。

7/8 ㈰
おりなす

八女

八女市健康
ポイント
事業対象
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通
常
時
で
は
「
ホ
ー
ク
ス
筑
後

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
会
員
限
定
で
し
か

行
わ
れ
な
い
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
特

別
に
実
施
し
ま
す
。
め
っ
た
に
体
験

で
き
な
い
こ
の
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

⃝

日
時
＝
上
記
日
程
表
に
あ
る
七
国

ウ
ィ
ー
ク
開
催
日

⃝

場
所
＝
タ
マ
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

筑
後

⃝

受
付
場
所
＝
球
場
入
口
前
に
設
置

す
る
「
筑
後
七
国
ブ
ー
ス
」

⃝

対
象
＝
筑
後
七
国
地
域（
八
女
市・

み
や
ま
市
・
大
木
町
・
柳
川
市
・
筑

後
市
・
大
川
市
・
広
川
町
）
に
お
住

ま
い
の
方
で
、
当
日
の
野
球
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
人
。

⃝
持
っ
て
く
る
物
＝
住
所
を
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

⃝

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
受
付

人
数
＝
▽
選
手
サ
イ
ン
会
50
人
▽
選

手
と
記
念
撮
影
20
人

※
先
着
順
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
受
付
時

間
と
受
付
人
数
に
つ
い
て
は
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３・１
１
９
２
）

試合日 試合開
始時刻

ファンサービス
受付時間 対戦相手 担当市町

7 月 3日㈫ 
18:00 15:30

オリックス
八女市 

　　4 日㈬ みやま市 
　　5日㈭ 13:00 10:30 大木町 

　　17日㈫

18:00 15:30
阪神

柳川市 
　　18日㈬ 筑後市 
　　19日㈭ 大川市 
　　27日㈮ 中日 広川町 

筑後七国活性化協議会では、野球観戦に訪れた方々
に筑後七国を紹介し、地域へ足を運んでいただくた
め、筑後七国ウィークを開催します。期間中は日替
わりで各市町が登場し、球場を盛り上げていきます！

タマスタ筑後で
筑後七国
ウィーク開催！

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

ファン
サービスに
参加しよう

！

　　7 月 3日㈫のオリックス戦には八女市が
　観光 PR を実施します。八女市茶のくに親
善大使「グッドカミング」出演！平成 24 年、

人気アニメ「銀魂」のエンディング曲を担当し
た八女市出身のボーカルユニット「グッドカミン
グ」が八女市の PR を行います。澄み切った優

しい歌声を聴きながら、みんなで
ホークスを応援しましょう！　

　
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、「
ふ

く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
サ
イ

ト
」
ま
た
は
「
ふ
く
お
か
エ
コ

ラ
イ
フ
応
援
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」
を
参

考
に
、
電
気
や
化
石
燃
料
、
ガ

ス
使
用
量
の
削
減
な
ど
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
家
庭
で
す
。

【
特
典
①
】

参
加
申
し
込
み
す
る
と･･････

☆
協
賛
店
で
割
引
等
が
受
け
ら

れ
る
「
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が

も
ら
え
ま
す
。

【
特
典
②
】

エ
コ
活
動
を
報
告
し
て
エ
コ
チ

ケ
ッ
ト
を
も
ら
お
う

夏
季
（
７
月
～
９
月
）
お
よ
び

冬
季
（
12
月
～
２
月
）
に
エ
コ

活
動
を
実
践
し
て
報
告
す
る
と

･･････

☆
抽
選
に
よ
り
協
賛
店
で
使
用

で
き
る
エ
コ
チ
ケ
ッ
ト
（
金
券
）

が
当
た
り
ま
す
。

【
特
典
③
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
報
告
し

て
協
賛
企
業
賞
を
も
ら
お
う

半
年
ご
と
に
電
気
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
報
告
す
る
と

･･････

☆
抽
選
で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
等
の

協
賛
企
業
賞
が
当
た
り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
環
境

政
策
係
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電
県
民
運
動

ふくおかエコライフ応援サイト
http://www.ecofukuoka.jp/
　温室効果ガスを減らし地球温暖
化を防止するために、家庭ででき
る省エネライフを始めましょう。

七
国
ウ
ィ
ー
ク
開
催
日
（
日
程

表
の
７
日
間
）、
ホ
ー
ク
ス
選
手

と
の
サ
イ
ン
会
と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

写
真
撮
影
会
が
行
わ
れ
ま
す
！
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422

平成31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局
国が管理する矢部川で、氾濫の危険が高まっ
た時、緊急速報メールが自動で発信されます。

←スマホ
版川の防
災情報

←船小屋
水位観測
所

メールを受信したら、
「スマホ版 川の防災情報」

雨の降り方や矢部川の今の水位を「川
の防災情報」で確認しましょう。

【国土交通省筑後川河川事務所
☎０９４２・３３・９１３１】
パソコンから http://www.river.go.jp/

　

八
女
市
・
広
川
町
を
含
む
筑
後

地
域
で
の
１
１
９
番
通
報
は
、
筑
後

地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
受
信

し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
外

国
語
で
１
１
９
番
通
報
を
受
け
た

際
に
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
通

訳
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
繋
ぐ
こ
と
で

三
者
通
話
が
可
能
と
な
る
電
話
同

時
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
平
成
30
年
6

月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、７
か
国
語（
英

語
、中
国
語
、韓
国
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
お
よ

び
タ
イ
語
）
に
対
応
し
た
も
の
で
、

救
急
現
場
等
か
ら
で
も
消
防
職
員

が
携
帯
電
話
を
使
用
し
、
直
接
通

訳
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

◦
運
用
開
始
日
時
＝
平
成
30
年
６

月
１
日
㈮
８
時
30
分

◦
対
応
範
囲
＝
１
１
９
番
通
報
時
お

よ
び
災
害
現
場
で
の
活
動
時

◦
対
応
時
間
＝
24
時
間
、
３
６
５
日

【忠見小学校へ】▽忠見小学校父母教師会＝児童図
書 81 冊、小学生こども新聞１年分
▽忠見小学校父母教師会＝テント（３号２間×３間）
２セット

【三河小学校へ】▽三河小学校ＰＴＡ＝校旗一式
【福島小学校へ】▽福島小学校ＰＴＡ＝デジタルカ
メラ４台、ホワイトボード 50 枚

寄附のお礼　※敬称略

１１９番通報における
多言語通訳を導入します

119 番通報時（三者間通話）

消防指令
センター

現場対応時（二者間通話）

外国人傷病
者関係者

消防職員

八女消防本部
☎ 24・0119

ご近所や知り合いの外国人
の方へお知らせください。
協力をお願いします。

洪水情報を緊急速報メールで配信！

電話通訳センター

外国人
通報者 7か

国語

携帯電話の受け渡し

電話通訳センター

7か
国語
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消費生活
そうだん

㊷

　
小
学
校
で
は
、
授
業
で
消
費
者
教
育

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
家
庭
で
も
で
き
る

消
費
者
教
育
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
物
や
金
銭
の
大
切
さ
と
計
画
的
な

　
使
い
方
に
つ
い
て
理
解
す
る

　
小
さ
い
と
き
か
ら
正
し
い
お
金
の
使
い

方
を
習
慣
づ
け
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
「
お
こ
づ
か
い
の
あ
げ

方
を
工
夫
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

☆
例
１
：
定
額
制

　
決
ま
っ
た
金
額
の
中
か
ら
や
り
く
り

し
て
い
く
こ
と
を
学
べ
、
必
要
な
も
の
と

欲
し
い
も
の
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
で

使
途
の
計
画
を
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

お
こ
づ
か
い
の
中
で
、
必
ず
貯
金
す
る
こ

と
も
予
算
に
含
め
ま
し
ょ
う
。
一
方
で
、

「
何
も
し
な
く
て
も
も
ら
え
る
」
感
覚
が

身
に
つ
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

☆
例
２
：
報
酬
制

　「
お
手
伝
い
し
た
ら
」「
習
い
事
で
進
級

し
た
ら
」
と
成
果
に
対
し
て
お
こ
づ
か
い

を
あ
げ
る
や
り
方
で
す
。
一
方
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
感
覚
が
身
に
付
か
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
お
こ
づ

子
ど
も
へ
の
消
費
者
教
育
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

か
い
を
あ
げ
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
よ
う

で
す
。
お
金
の
使
い
方
に
慣
れ
る
よ
う
に

教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
購
入
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の

　
収
集
・
整
理
を
適
切
に
行
な
う

　
チ
ラ
シ
や
品
質
表
示
を
み
て
、
正
し

く
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
消
費
税
の
見
か
た
や
、
栄
養
成

分
の
見
か
た
、
賞
味
期
限
や
消
費
期
限

の
見
か
た
な
ど
、
調
べ
て
か
ら
買
う
習
慣

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
最
近
は
10
代
で
も
簡
単
に
買
物
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
偽
ブ
ラ
ン
ド
詐
欺

や
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
、
定
期
購
入
な

ど
、
気
を
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
陥
っ
て
し

ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ご

家
庭
で
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
　
平
日
８
時
30
分
～
16

時
30
分
（
☎
２
３・
１
１
８
３
）
毎
週

水
曜
日
９
時
～
16
時
に
は
黒
木
支
所

で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
☎

４
２・１
１
１
１
）

寝ね

な
が
ら
に
桜
さ
く
ら

眺な
が
め
て
陽ひ

の
ま
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　       

田
中
サ
ト
リ

奥お
く
や
ま山の
こ
こ
よ
と
誇ほ
こ
る
山
や
ま
ざ
く
ら桜

　
　
　
　
　
　
　
　     

牛
島
　
景
子

新し
ん
ち
ゃ茶
汲く

む
師し

の
恢か
い
ふ
く復
を
案あ
ん
じ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　      

堤
　
多
鶴
子

野の
あ
ざ
み薊の
孤こ
ど
く独
を
見み

た
り
萼が
く
の
棘と
げ

　
　
　
　
　
　
　
　       

中
川
原
篤
子

廃は
い
こ
う校や
惜お

し
む
か
の
如ご
と
散ち

る
桜
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　      

松
延
み
さ
と

妻つ
ま
こ
い恋の
碑ひ

に
佇
た
た
ずめ
ば
東こ
ち風
強つ
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　      

井
上
ト
シ
子

八
女
紫
苑
句
会

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の 

声 

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　ピ
オーネ

作りに全力投球

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 30.6）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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【本館】2日、9日、16日、
23日、30日※毎週土曜日
14時～／おはなしコーナー
【黒木分館】2日㈯10時30
分～／おはなしコーナー
／幼児～小学生の皆さん
が対象です♪

よみきかせ

あかちゃんよみきかせ
0 ～ 2歳くらいの赤ちゃ
んが対象です♪
【本館】3日㈰、16日㈯11
時～／おはなしコーナー
【黒木分館】23日 ㈯10時
30分～／おはなしコーナー

6月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10 時～ 20 時
　                   土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
4 ㈪ ,11 ㈪ ,18 ㈪ ,25 ㈪ ,29 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
4 ㈪ ,11㈪ ,18 ㈪ ,25 ㈪ ,29 ㈮図書館の休館日

6 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp（あそびに来てね！）

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日
　　　　　　　（月曜日が祝日・休日の場合は開館します）
5 ㈫ ,12 ㈫ ,19 ㈫ ,26 ㈫ ,29 ㈮

6 月の館内整理日は 29 日㈮

6月
の

新しい移動図書館車（イメージ）

　旧八女市と立花地区を中心に運
行することになった、新しい移動図
書館車の愛称について、市民の皆
さまから１２７件のご応募をいただ
きました。
　八女市立図書館協議会で選考し
た結果、「ほんの森 ぶっくるん」（応
募者：山田美里さん）に決定しま
した。この車両は６月１２日㈫から
運行を開始します。
　なお、車体デザインは八女市出
身のデザイナー、ペドロ山下さんに
描いていただきました。かわいらし
い十二支があしらわれています。

新しい移動図書館車の愛称決定!

■お披露目会
◦日にち　６月９日㈯
◦内容・時間　
　式典（１０時～）、 おはなし会（１１時～）
◦会場　立花分館（八女市働く女性の家）

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

趣味は野球。八女・大川の人たちと野
球チームを作り、時間のある時に気晴ら
しでやっています。住む地域や職業も
違う仲間とのふれあいが楽しいです。黒
木町で消防団にも所属しています。選
手ではありませんが、今年は大会に向
けての練習があり忙しくなりそうです。

　

黒
木
町
中
原
で
ブ
ド
ウ
を
生
産
す

る
緒
方
さ
ん
。
祖
父
母
の
代
か
ら
の
ブ

ド
ウ
農
家
で
、
平
成
26
年
に
25
歳
で

就
農
。新
た
に
農
園
を
開
き
ピ
オ
ー
ネ

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
大
学
を
卒
業
し
て
い
っ
た
ん
勤
め

て
い
ま
し
た
が
、
自
分
は
農
業
に
向

い
て
い
る
と
思
い
、
勤
め
を
辞
め
て

農
業
を
始
め
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
は
若

い
生
産
者
仲
間
が
多
く
、
部
会
の
青

年
部
み
ん
な
で
教
え
合
い
な
が
ら
、

競
争
し
な
が
ら
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
現
在
は
両
親
、
祖
母
も
一
緒
に
ハ

ウ
ス
で
ブ
ド
ウ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

７
月
上
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、
８

月
の
盆
前
後
ま
で
続
き
ま
す
。
朝

は
５
時
か
６
時
頃
に
起
き
て
、
農
園

に
向
か
い
ま
す
。
毎
日
房
が
大
き
く

な
っ
て
い
き
、
順
調
に
育
っ
て
い
る
の

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
中
原
と
い
う
恵
ま
れ
た
土
地
で
ブ

ド
ウ
を
生
産
で
き
る
の
は
、
先
人
た

ち
が
長
年
こ
こ
で
品
質
の
良
い
ブ
ド

ウ
を
作
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
か
ら
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
た
ち
に
お

い
し
い
八
女
の
ブ
ド
ウ
を
食
べ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
今
は
ピ
オ
ー
ネ
を
作
る
の
に
全

力
投
球
で
す
が
、
将
来
は
い
ろ
い
ろ

な
品
種
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
農
業
は
自
然
が
相
手
な
の
で
大
変

な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
家
族
で
で

き
、
頑
張
る
分
自
分
に
返
っ
て
く
る

の
で
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
八
女

は
自
然
豊
か
で
よ
い
農
産
物
が
採
れ

る
地
域
。
市
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
支
援
を

利
用
し
て
、
多
く
の
人
が
農
業
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　ピ
オーネ

作りに全力投球多
く
の
人
に
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
を
届
け
た
い   

緒
方 

恭
一
さ
ん（
黒
木
）

111
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

源
流
の
森
を
守
る
人
た
ち

 
矢
部
川
は
、
流
域
に
様
々
な
農
作
物
が
育
ち
、
多
様
な
動
植
物
が
見
ら
れ
る
自
然

の
宝
庫
で
、
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
源
流
の
森
に
、
ふ

る
さ
と
の
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

福
岡
県
八
女
森
林
組
合

　 

参
事 

北
原
徳
己
さ
ん

　
八
女
森
林
組
合
は
、八
女
市
、広
川
町
、

み
や
ま
市
に
連
な
る
広
大
な
山
林
を
組

合
員
か
ら
預
か
り
、所
有
者
と
話
し
合
っ

て
決
め
た
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
い
て

植
林
、
伐
採
を
行
い
そ
の
保
全
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
森
林
に
は
明

る
い
日
差
し
が
差
し
込
み
、
良
質
な
木

材
が
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
適
度
な
植
物

に
覆
わ
れ
養
分
に
富
ん
だ
土
壌
が
土
砂

災
害
や
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
、
わ
き
水

を
た
た
え
て
私
た
ち
の
生
活
を
潤
し
て

く
れ
ま
す
。

　

林
業
は
森
を
守
る
仕
事
で
あ
る
の
と

同
時
に
、
命
を
守
り
、
人
を
育
て
る
仕

事
で
あ
る
と
も
言
え
、
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
そ

の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
、
矢
部
小
学

校
の
児
童
た
ち
と
一
緒
に
、
林
業
の
体
験

活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

矢
部
小
学
校
　
第
５
・
６
学
年
担
任

　
　
　
　
　
　
　
廣
田
知
良
先
生

　

矢
部
村
は
、
そ
の
面
積
の
９
割
以
上

を
森
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
、

古
く
か
ら
林
業
を
な
り
わ
い
と
し
て
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
森
林
が
環
境
の
中

で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
矢
部
村
と
深
く
関
わ
る
林

業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
森

林
組
合
に
指
導
し
て
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
毎
年
、
林
業
の
体
験
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
夏
の

下
草
刈
り
と
冬
の
枝
打
ち
、
植
林
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
蒸
し
暑
い
中
、

使
い
慣
れ
な
い
鎌
を
使
っ
て
、
急
な
斜
面

で
の
草
刈
り
作
業
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
活
動
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
、
自
分
も
地
域
の
一
員
だ
と
い

う
自
覚
が
垣
間
見
え
、
と
て
も
い
い
表

情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
矢
部
小
学
校
　
主
幹
教
諭

　
　
　
　
　
　
小
川
修
一
先
生

　

矢
部
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地

球
を
循
環
す
る
水
の
学
習
、
ま
た
林
業

の
学
習
や
体
験
活
動
等
を
通
じ
て
、
森

や
水
を
守
る
こ
と
が
命
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
、
小
学
校
の
６

年
間
で
体
系
的
に
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
矢
部
川
を
通
じ
た
下
流
域
の
人
た

ち
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、
有
明
海
沿
岸

の
清
掃
作
業
は
数
十
年
間
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
、
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
思
う
気
持
ち
が
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
お
り
、
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。

森林組合事務所には管内から良質な木材が集まります

作業を終えて笑顔の矢部小学校児童と八女森林組合の皆さん

大きく伸びた草を協力して手作業で刈っていきます
（平成 29 年 6 月撮影）

林
業
の
体
験
活
動
を
通
じ
て

成
長
す
る
子
ど
も
た
ち

矢
部
川
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
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平成 30 年度「市民との協働による
まちづくり提案事業」を採択しました

団体名 活動名称 活動の概要

音楽の生
せい 星野村の森で音楽を楽しむ

プロジェクト
星野村でコンサートを開催し、生の音楽を楽しむ機会
を提供するとともに、小学生に楽器や工具に直接触れ
てもらい、興味を持ってもらう。

ＮＰＯ法人
がんばりよるよ星野村

皮白竹竹林整備と竹皮工芸
ワークショップ

皮白竹の放棄竹林整備と、その竹皮を利用した工芸品
の創作ワークショップを開催し、資源の再発掘を行う。

八女市上
かむつやめ

陽咩さるこ協会 上陽咩さるこモデルコースプ
ロジェクト

あるがままの風景の中を歩く「さるこコース」を新たに
設定・整備し、特に都市部からの体験参加を促す。

クマノスの
愉快な仲間達

八女杉を身近に
感じてもらうプロジェクト

DIYの拠点を作り、八女杉を使ったワークショップで楽
器を作るなど、八女杉の新たなアピールを行う。

八女徐福会
八女の徐福文化を世界に。
世界無形文化遺産登録を目
指して

全国の徐福伝承地を紹介する巡回パネル展や講演会、
姉妹都市韓国巨済市との徐福文化交流会を開催し、徐
福文化をアピールする。

日本野鳥の会筑後支部 八女市矢部村に飛来する
ブッポウソウの営巣調査研究

希少種のブッポウソウが安定して飛来するよう巣箱の
設置や調査・研究を行い、観光客の増加や矢部村の活
性化につなげる。

チャイルドサポート
ネットワーク

チャイルドサポートネット
ワーク市民啓発講演会

子どもの貧困対策に関する市民への啓発、意識改革を
目的として、第一人者を招いた講演会を行い、子ども
を地域で育てることの大切さに気づく場とする。

大淵を元気にする会 大淵地域元気
プロジェクト

大淵地区の振興発展と地域を元気にするために講演会
を開催し、「若者と高齢者、移住者と地域住民との交流
の場づくり、元気づくり」を考えるきっかけをつくる。

郡役所シネマスイッチ フォト＆フィルムアーカイブ
－まちの記録と上映会－

まちの記録を残すため、各家庭にある昔の暮らしや町
の様子を写した写真やビデオなどを集め、データ化し
てＤＶＤ等に保存する。

夕焼け日曜市実行委員会 第５回夕焼け日曜市
清水町商店街に夜市を復活させ、地域を活性化させる
ことを目的として、市内外からボランティアや出演者を
集め、商店街をＰＲする。

福島八幡宮修復委員会 福島八幡宮
にぎわい復興プロジェクト

創建以来３５０年以上が経過している福島八幡宮（市
の指定文化財）の改修を行うにあたり、協力してくれ
る福島八幡宮のファンを集めるための学習会やイベン
トの計画を行う。

一般社団法人
八女青年会議所

U-18まちづくり総選挙2018
どこ出身？八女ばい！
～誇れる八女を作るのは私たちだ

市内の高校から１チームずつ、人口流出、高齢化問題
等まちづくりに関する演説をしてもらい、投票により優
秀校を決定する。

とびかた映画村実行委
員会 ショートショートな映画祭り。

世界中から集められたショートフィルムと、八女を舞台
とした映画「野球部員、演劇の舞台に立つ！」を旧白
木小学校で鑑賞し、「映画村」を目指して白木地区の活
性化を図る。

ヤメコンバレー
実行委員会

YAMECONVALLEY
（ヤメコンバレー）

八女地域において、まちを面白くするアイデアを出し合
うブレインストーミングイベントを開催し、地域の活性
化に繋がるプロジェクトを生み出す。

今年度の
採択件数は
　14件　平成30年度「市民との協働によるまちづくり提案事業」を募集し、市民団体

等から提案された事業を選考した結果、14件を採択しました。
　これから市内の各地域で、提案に基づく様々なまちづくり活動が展開されます。
それぞれの活動については、市広報やホームページ、ＦＭ八女を通してお知らせ
しますので、ぜひご参加ください。
◦問い合わせ＝地域振興課地域づくり推進係（☎２３・１２２４）
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平
成
30
年
１
月
１
日
現
在

に
お
い
て

⃝

市
内
に
居
住
し
、
平
成
29
年

中
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
っ

た
人

⃝

市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、

市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
、
家

屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
人

【
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら

な
い
人
】

⃝

平
成
29
年
中
に
所
得
の
な

か
っ
た
人

⃝

１
月
１
日
現
在
、
生
活
保
護

法
の
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

人

⃝

１
月
１
日
現
在
、
し
ょ
う
が

い
者
、未
成
年
、寡
婦
（
寡
夫
）

で
、
平
成
29
年
中
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

人

⃝

平
成
29
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
次
の
算
式
で
求
め
た
額

以
下
の
人

【
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人
】

⃝

平
成
29
年
中
の
総
所
得
金

額
等
が
次
の
算
式
で
求
め
た
額

以
下
の
人

　

市
県
民
税
を
納
め
る
方
法

は
、
主
に
次
の
と
お
り
で
す
。

【
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法

（
普
通
徴
収
）】･･････

事
業
所

得
者
な
ど

　

市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接
送

付
す
る
納
税
通
知
書
兼
納
付

書
（
６
月
11
日
付
発
送
）
に
よ

り
、
年
税
額
を
平
成
30
年
６

月
、
８
月
、
10
月
、
平
成
31

年
１
月
の
４
回
の
納
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
口

座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
る
と

便
利
で
す
。

【
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引

い
て
納
め
る
方
法
（
給
与
特
別

徴
収
）】･･････

給
与
所
得
者

　

年
税
額
を
平
成
30
年
６
月

か
ら
平
成
31
年
５
月
ま
で
の
12

回
に
分
け
て
、
給
与
か
ら
差
し

引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て

納
め
る
方
法
（
年
金
特
別
徴

収
）】･･････

公
的
年
金
受
給
者

　

年
税
額
の
う
ち
公
的
年
金

に
か
か
る
市
県
民
税
額
を
年
金

か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成

31
年
２
月
ま
で
年
金
支
給
月
の

６
回
に
分
け
て
、
年
金
か
ら
差

し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

次
の
①
～
④
す
べ
て
条
件
に

当
て
は
ま
る
人
で
す
。

①
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ

て
い
る
満
65
歳
以
上
の
人
（
平

成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に

対
し
て
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ

る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢

基
礎
年
金
、
老
齢
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人

④
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人

平
成
30
年
度
の
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月
11
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、
必
ず
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
平
成
30
年
度
の
市
県
民
税
は
、
１
月
１
日
に
本
市
に
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
平
成
29
年
中
の

所
得
を
も
と
に
計
算
し
、
決
定
し
ま
す
。
退
職
な
ど
に
よ
り
現
在
収
入
が
な
く
て
も
、
平
成
29
年
中
に
所
得
が
あ
れ
ば
課
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
へ
の
非
課
税
の
お
知
ら
せ
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

普通徴収 公的年金からの特別徴収
6月 8月 10月 12月 2月

今年対象年税額の2分の1相当額を2回に
分割して徴収 今年度対象年税額の残りの2分の1相当額を3回に分割して徴収

公的年金からの特別徴収
4月 6月 8月 10月 12月 2月

前年度分の公的年金等にかかる所得割額と均等割額の合算
額（年税額）の２分の１に相当する額を３回に分割して徴収

今年度対象年税額から4、6、8月の仮徴収額を差し引い
た残額を3回に分割して徴収

徴
収
方
法

▽年金特別徴収が前年度から継続している人

▽年金特別徴収が今年度から開始または再開される人

※ご自身が対象になっているのかは、６月11日付発送の市県民税納税通知書でご確認ください。

▼
市
県
民
税
を
納
め
る
人

▼
納
め
る
方
法

▼
対
象
と
な
る
人

▼
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な

い
人 平

成
30
年
度
市
県
民
税
に
つ
い
て

350,000 円×（本人＋控除
対象配偶者＋扶養親族数）
＋ 320,000 円（※）

※ 控除 対 象 配 偶 者または
扶養親族がいる場合のみ、
320,000 円を加算します。

280,000 円×（本人＋控除
対象配偶者＋扶養親族数）
＋168,000 円（※）

※控除 対 象 配 偶 者または
扶養親族がいる場合のみ、
168,000 円を加算します。

《均等割も所得割もかからない人》《所得割がかからない人》

問い会わせ
税務課 市民税係
☎２３・１１１３
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■
高
所
得
層
の
給
与
所
得
控

除
の
見
直
し

　

平
成
26
年
度
税
制
改
正
で

給
与
所
得
控
除
の
見
直
し
が

さ
れ
、
給
与
所
得
控
除
の
上

限
額
が
適
用
さ
れ
る
給
与
収

入
１
５
０
０
万
円
（
控
除
額
２

４
５
万
円
）
を
、「
平
成
29
年

分
以
降
は
１
千
万
円
（
控
除

額
２
２
０
万
円
）
に
引
き
下
げ

る
」
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

■
医
療
費
控
除
の
申
告
時
に

お
け
る
「
明
細
書
」
の
添
付
義

務
化

　

平
成
30
年
度
の
市
県
民
税

申
告
（
平
成
29
年
分
の
確
定

申
告
）
か
ら
、
医
療
費
控
除

ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
の
適
用
を
受
け
る

方
は
、
領
収
書
の
添
付
ま
た
は

提
示
に
代
え
て
、「
医
療
費
控

除
に
関
す
る
明
細
書
」
の
添
付

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、

医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で

５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を

受
け
た
医
療
費
通
知
（
原
本
）

を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入

を
省
略
で
き
ま
す
（
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
除
く
）。

※
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
市
県
民
税
の
申

告
（
平
成
29
年
分
か
ら
平
成

31
年
分
ま
で
の
確
定
申
告
）
に

つ
い
て
は
、
領
収
書
の
添
付
ま

た
は
提
示
に
よ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特

別
控
除
の
見
直
し

　

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特

別
控
除
が
見
直
さ
れ
、
平
成

31
年
度
の
市
県
民
税
（
平
成

30
年
中
の
収
入
）
か
ら
、
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

【
納
税
義
務
者
本
人
の
受
け
る

控
除
額
】 

　

市
県
民
税
の
計
算
に
お
け

る
所
得
控
除
額
33
万
円
の
対

象
と
な
る
配
偶
者
の
給
与
収

入
の
上
限
が
、
１
５
５
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
所
得
税
の
計
算
に
お
け
る

所
得
控
除
額
38
万
円
の
対
象

と
な
る
配
偶
者
の
給
与
収
入
の

上
限
は
、
１
５
０
万
円
で
す
。

※
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円

（
給
与
収
入
の
み
で
１
０
３
万

円
）
を
超
え
た
場
合
は
配
偶

者
特
別
控
除
に
な
り
ま
す
の

で
、
扶
養
の
人
数
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
住
民
税
の

非
課
税
判
定
の
人
数
に
含
ま

れ
な
い
ほ
か
、
配
偶
者
が
し
ょ

う
が
い
者
で
あ
っ
て
も
、
障
害

者
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

【
納
税
義
務
者
本
人
の
所
得
制

限
】

　

納
税
者
本
人
の
合
計
所
得

金
額
が
９
０
０
万
円
（
給
与
収

入
１
１
２
０
万
円
）
を
超
え
る

場
合
に
は
、
控
除
額
が
逓
減
・

消
失
す
る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

※
詳
細
は
広
報
八
女
４
月
１

日
号
も
し
く
は
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民

税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

従来の医療費控除 セルフメディケーショ
ン税制

控除額

（医療費の総額－保険
金等で補填される金
額）－10 万円と総所
得金額等の 5％のいず
れか少ない額

（スイッチ OTC 医薬
品購入費の総額－保
険金等で補填される
金額）－ 12,000 円

控   除
限度額 200 万円 8 万 8 千円

相
続
登
記
の
登
録
免
許
税
の
免
税
措

置
が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
土
地

の
相
続
登
記
に
か
か
る
登
録
免
許
税
が

免
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
免
除
さ
れ
る
場
合
】

　

相
続
に
よ
り
土
地
の
所
有
権
を
取
得

し
た
人
が
、
当
該
土
地
の
所
有
権
の
移

転
登
記
を
受
け
な
い
で
死
亡
し
、
そ
の

人
の
相
続
人
等
が
、
そ
の
死
亡
し
た
人

を
登
記
名
義
人
と
す
る
た
め
に
受
け
る

当
該
移
転
登
記
に
対
す
る
登
録
免
許
税

を
免
税
す
る
。

法
廷
相
続
情
報
証
明
制
度
の
利
用
範
囲

に
つ
い
て
次
の
点
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

①
相
続
税
の
申
告
に
、
当
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

②
相
続
人
の
住
所
の
記
載
が
あ
る
場
合

は
、
相
続
登
記
等
の
住
所
証
明
情
報
と

し
て
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

③
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
続
柄
を
記

載
す
る
こ
と
で
、
相
続
手
続
き
が
さ
ら

に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

▽
詳
し
く
は
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
近
く
の
法
務
局
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
福
岡
法
務
局
八
女
支
局
》

☎
２
３・２
６
０
３

▽
相
続
税
等
に
つ
い
て
は
、
国
税
局
の

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
近
く
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
八
女
税
務
署
》
☎
２
３・５
１
９
１

■セルフメディケーション税政（医療費控除の特例）
について

　健康の維持増進および疾病の予防への取り組みを行
う個人が、「スイッチＯＴＣ医薬品」購入費用の一部を
所得控除できる医療費控除の特例が創設されました。
適用期間は平成 29 年 1月1日から平成 33 年 12 月31
日までの 5 年間です。
※従来の医療費控除との選択適用になります

個人住民税に
関する主な税制改正

平成
30年度
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

山岳シーズン到来
　5 月12日㈯、杣の里渓流広場で矢部村山系
八名山（釈迦岳・御前岳・三国山・猿駈山・前
門岳・文字岳・高取山・城山）山開きが開催さ
れ、関係者等約８０人が山岳事故防止など、登
山シーズンの安全を祈願しました。
　快晴の空の下、神事の終了後には八名山の一
つ、三国山(標高994m)に32人が登頂しました。
山頂からは眼下に広がる新緑の瑞 し々い景色を
充分堪能しました。
　矢部支所では、八名山の山頂に登頂記録のス
タンプを設置しています。記録用紙の 8 か所す
べてに押印し、制覇された方には記念のバンダ
ナを贈呈しています。ぜひチャレンジしてみてく
ださい。

　21のまちづくり団体で構成する「八女市未来
づくり協議会」の総会および第１回市執行部との
意見交換会が５月９日㈬、八女市役所で開催さ
れました。各まちづくり団体から 37 人の委員が
出席。役員体制をはじめ今年度の重点活動方針
や事業計画等について承認されました。市執行
部との意見交換会では、八女市の平成 30 年度
における財政状況全般や新規事業、拡充事業な
ど予算の概要及び地域づくりに関する今後の支
援をテーマに意見交換が行われました。
■役員体制　【会長】田島冨士雄（矢部）、【副
会長】松本晋治（忠見）、小井手恒則（上陽）、
樋口俊朗（黒木）、大石官（北山）、今村政文（星野）
■重点活動方針　①地域振興計画に基づく地域
づくりの推進、②次代を担う人材育成と体制強
化の環境づくり、③女性グループおよび女性リー
ダーの育成
■３０年度の主な事業計画　①地域づくり研修
会（地域づくり活動事例発表会・地域づくりや
人材育成に関する講演会の開催）、②先進地視
察研修の開催、③市執行部との意見交換会

平成30年度「八女市未来づく
り協議会総会」を開催

八女茶の祖に感謝して
　 茶業関係者など約
２００人が参加し５月２
日㈬、第 55 回献茶祭
が黒木町笠原の霊巌寺
で行われました。八女
茶は約６００年前、霊
巌寺を建立した栄林周
瑞禅師が中国から持ち
帰った茶の種子を、鹿
子尾村（現在の笠原地
区）の庄屋、松尾太郎
五郎久家に与え、栽培
や製茶法を伝えたのが
始まりとされています。
　式では皇風煎茶礼式の平島光宣総師範が、松
尾太郎五郎久家の子孫、章三郎さんが栽培した
新茶をいれ、霊巌寺の日種明道住職により仏前
に献上されました。

新緑の中でお茶摘み体験！
　ゴールデンウイーク期間中に、お茶摘み体験
や手もみ体験などのイベントが市内各地で行わ
れました。
　黒木町のげんき館おおぶちでは、５月３日㈷
にお茶摘み体験が行われ、市内外から集まった
家族連れなど２１人が参加しました。参加者は
午前中に新緑の中でお茶摘みをした後、昼食に
はお茶をふんだんに使った昼食を堪能。午後か
らはレンジを使った手もみ茶を作ったり、地元
の茶生産農家の方からお茶の入れ方を教わった
り、文字通りお茶づくしの１日となりました。参
加した１人は「自分で摘んだお茶を自分の手で
お茶にできたのが良かった」と笑顔で話してい
ました。
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大
藤
祭
り
卓
球
大
会

　

第
64
回
大
藤
祭
り
卓
球
大
会
（
八
女
市
体

育
協
会
主
催
）
が
、
４
月
15
日
㈰
と
22
日
㈰
、

黒
木
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
】
●
一
般
①
中
村
淑
也
・
古
川

翔
悟
②
森
田
優
・
栗
秋
こ
と
み
③
入
江
晃
世
・

久
保
田
聖
士
、玉
城
健
三・江
口
彩
●
マ
ス
タ
ー

ズ
①
宮
﨑
啓
光
・
原
チ
ヅ
子
②
宮
原
浩
二
・

加
藤
直
子
③
大
隈
利
幸
・
三
角
真
佐
子
、
牛

島
修
・
穴
見
ミ
ヨ
子

【
シ
ン
グ
ル
ス
戦
】
●
一
般
男
子
①
白
山
裕
貴

②
西
原
玲
雄
③
春
口
達
也
、
古
川
翔
悟
●
一

般
女
子
①
江
口
彩
②
内
藤
雛
華
③
山
崎
成
美

●
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
（
60
～
69
歳
）
①
宮
川

和
弘
②
牧
口
健
次
郎
③
大
隈
利
幸
、
吉
田
信

治
●
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
（
70
歳
以
上
）
①
石

橋
正
一
②
梅
野
清
日
出
③
平
田
清
春
、
原
口

高
之
●
マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
（
60
～
69
歳
）
①

田
中
貴
代
②
竹
村
千
恵
子
③
川
島
み
ず
や
、

井
上
美
幸
●
マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
（
70
歳
以
上
）

①
松
尾
妙
子
②
原
チ
ヅ
子
③
井
上
邦
子
、
梅

野
美
智
子

【
中
学
生
団
体
戦
】
●
中
学
男
子
①
立
花
中

学
校
②
筑
後
北
中
学
校
Ａ
③
広
川
中
学
校

Ｂ
、
輝
翔
館
中
等
学
校
Ａ
●
中
学
女
子
①
立

花
中
学
校
②
広
川
中
学
校
Ａ
③
八
女
学
院
中

学
校
、
筑
後
北
中
学
校

【
中
学
生
個
人
戦
】●
中
学
男
子
①
原
颯
汰（
筑

南
中
）
②
井
上
陽
登
（
輝
翔
館
）
③
中
尾
勝

哉
（
立
花
中
）・
𠮷
田
怜
太
（
広
川
中
）
●
中

学
女
子
①
𠮷
住
聖
香
（
大
木
中
）
②
藤
本
結

衣
（
広
川
中
）
③
田
中
佑
希
乃
（
筑
南
中
）・

平
島
麻
椰
（
立
花
中
）

　4 月26 日㈭～ 5 月 6 日㈰、八女伝統工芸館で八
女手漉き和紙を使った切り絵展「さえずり」が開催さ
れました。この切り絵展は、八女市出身・在住の作家
である「くろくも舎」松原真紀さんの作品を展示する
もので、来場された方々は、１枚の和紙で繋がる繊細
な作品の数々に、引き込まれていました。

八女手すき和紙を使った切り絵展

取
れ
た
て
の
新
茶
を
ど
う
ぞ

　5 月13 日㈰、八女東部スポーツ公園（グリーンフィー
ルド八女）のクラブハウスオープニングイベント「サッ
カーフェスタ八女」が行われました。このイベントは、
スポーツ振興くじ助成事業の支援を受けて開催された
ものです。完成したクラブハウスは、4 つのドレッシン
グルーム（更衣室兼ミーティングルーム）と審判控え
室、大会運営室、シャワー室・トイレなどを完備。施設
利用者の利便性の向上や大会等の運営をスムーズにで
きる施設となっています。
　この日はなでしこジャパンＯＧをはじめ、元プロサッ
カー選手、福岡大学サッカー部員などを招き、地域の
小学生等を対象としたサッカー教室や、八女市選抜チー
ム（中学生）とのフレンドリーマッチが行われました。
雨や霧などであいにくの天気となりましたが、多くの参
加者の歓声が山々にこだまする元気いっぱいのイベント
となりました。

サッカーフェスタ八女を開催【表紙より】

　また、期間中は切り絵
体験「切り絵のモビー
ル作り」も同時開催され、
参加者は、花や金魚の
デザインをモチーフに切
り絵を体験しました。

　

第
3
回
八
女
新
茶
祭
り
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
、
5
月
5
日

（祝）
、
八
女
伝
統

工
芸
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
絣
の
着
物
に
赤
い
エ
プ
ロ
ン
を
締
め

た
、
か
わ
い
い
茶
娘
の
皆
さ
ん
が
新
茶
を

接
待
し
、
来
場
者
は
今
年
一
番
の
お
い
し

い
新
茶
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
八
女
茶

ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ

ス
ト
や
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
バ

ザ
ー
、
お
茶
の
美

味
し
い
淹
れ
方
教

室
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　作曲家團伊玖磨さんの命日であ
る５月17日㈭、黒木町の素盞嗚
神社で第 17 回「だご汁忌」が行
われました。式では、記念碑前に
花、お茶、だご汁をささげた後、
黒木小学校６年生 36 人が ｢だご
汁の歌｣ を、八女消防本部職員が ｢八女消防の歌｣ など
を披露しました。式終了後には、黒木まちづくり委員会が
作った「だご汁」が参列者にふるまわれ、故人を偲びました。

團伊玖磨さんを偲び「だご汁忌」
　黒木町に縁ある文芸評論家、石橋忍月・山本健吉
親子が眠る無量寿院（西古松町）で５月９日㈬、黒
木文化連盟による墓
掃除が行われました。
墓掃除は今年で 23 回
目です。作業が終わ
りきれいになったお墓
に、手を合わせ故人を
偲びました。

石橋家のお墓を守る
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八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
10
日
㈰
９
時
～

12
時 

※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

※
出
店
者
募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
６
月
10
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
飛
形
山
中
腹
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

◦
日
時
＝
６
月
10
日
㈰
８
時
八

女
伝
統
工
芸
館
前
集
合
・
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
上
陽
町
さ
る
こ
コ
ー

ス
（
約
６
㌔
）
※
雨
天
決
行

◦
参
加
費
＝
会
員
外
は
２
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
吉
岡
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
９
２
５
・
１
０
０
３
）

　

今
回
は
「
今
の
自
分
と
向
き
合

い
、
美
し
い
生
き
方
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
、
甲
斐
田
正
恵
さ
ん
の
講

演
。
参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
６
月
12
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

作
業
療
法
士
の
岸
良
至
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
自
由
な
意
見
交

換
を
し
ま
す
。
事
前
申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈭
10
時
～

12
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地

区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
リ
ー
ベ
ル
（
八
女
市
本
町

17
ー
２
）
☎
２
２
・
２
６
１
０

　

未
就
学
の
子
ど
も
の
い
る
保
護

者
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
16
日
㈯
10
時
～

11
時
30
分

◦
場
所
＝
矢
部
保
育
園　

◦
内
容
＝
「
も
こ
も
こ
先
生
と一
緒

に
遊
ぼ
う
」親
と
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
、
講
師
・
田
中
も
と
こ
さ
ん

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支

所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）

　

産
学
官
の
ト
ッ
プ
エ
キ
ス
パ
ー

ト
を
国
内
外
か
ら
招
き
、
航
空

宇
宙
工
学
の
魅
力
や
奥
深
さ
を

伝
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
大
学
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
先
着
２
０
０
人
。入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
６
月
23
日
㈯
13
時
～

15
時
30
分
（
開
場
12
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ

久
留
米
（
久
留
米
市
六
ツ
門
町
）

◦
申
込
＝
久
留
米
工
業
大
学
（
☎

０
９
４
２
・
２
２
・
２
３
４
５
）

※
６
月
11
日
㈪
締
切

　

八
女
市
観
光
案
内
人
の
会
で

は
観
光
客
へ
八
女
の
魅
力
を
紹

介
す
る
た
め
に
案
内
人
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、
一
緒

に
八
女
の
観
光
に
取
り
組
ん
で
頂

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
講
座
修
了
後
、案
内
人・

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る

方
。
※
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
団
体
の

お
客
さ
ま
を
案
内
す
る
際
、
後

方
か
ら
の
安
全
確
認
や
誘
導
な

ど
案
内
人
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
す
。

◦
内
容
＝
ガ
イ
ド
の
心
構
え
・
八

女
市
の
観
光・現
地
研
修
（
４
回
）

◦
日
時
＝
①
７
月
10
日
㈫
②
８

月
７
日
㈫
③
９
月
４
日
㈫
④
９

月
24
日
㈷
、
13
時
30
分
～
15
時

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
ほ
か

◦
受
講
料
＝
無
料　

◦
申
込
締
切
＝
６
月
15
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福

島
観
光
協
会
藤
吉
さ
ん（
☎
２
４・

８
３
０
２
※
平
日
の
み
）

　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
開
催
し

お
知

ら
せ

八
女
歩
こ
う
会
「
上
陽
さ
る

こ
ウ
オ
ー
ク
」

八
女
市
子
育
て
支
援
講
演
会

障
害
児
を
持
つ
親
の
サ
ロ
ン

リ
ー
ベ
ル
「
お
し
ゃ
べ
り
箱
」

八
女
軽
ト
ラ
市

第
53
回
地
域
活
動
講
演
会

【古代体験】組みひもを編んでアク
セサリーをつくろう!!
　いろんな色の組みひもを編んで、
オリジナルアクセサリーをつくりませ
んか。初心者大歓迎！
◦日時＝ 6 月9日㈯ 10 時～ 12 時
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館
◦対象＝どなたでも◦定員＝ 20 人

（先着順）◦参加費＝100 円◦申込
＝電話またはファクス◦募集締切＝ 6
月8日㈮ ※６月４日㈪は休館日のた
め受付不可

【歴史講座】「九州南朝の歴史」
～後征西将軍良成親王～
　1367 年 6 歳で九州へ下向された
良成親王は、それ以降戦いに明け暮
れ、後征西将軍として九州南朝を支
えました。今回の講座では、良成親
王時代の九州と都をつなぎ、南朝後
期を見つめます。
◦日時＝ 6 月 23 日㈯ 13 時 30 分～
15 時◦会場＝岩戸山歴史文化交流館
研修室◦講師＝山口久幸さん（八女
市文化財専門委員会副会長・元矢部
公民館長）◦受講料＝無料
◦定員＝ 50 人（先着順・当日受付）

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

教
室
・
講
座

久
留
米
工
業
大
学
講
演
会

　国指定伝統的工芸品八女提
灯の展示会。八女提灯協同組
合会員が一堂に集合。各社自
慢の作品が勢揃いしますので、
お店選びの参考にできます。入
場無料◦期間＝６月９日㈯～８
月９日㈭、９時～ 17 時※月曜
日休館◦会場・問い合わせ＝八
女伝統工芸館（☎ 22・3131）

２０１8　  
八女盆提灯展

新作

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
座

八
女
の
観
光
案
内
人
・
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

岩戸山歴史文化交流館
（☎ 24・3200 ／N 24・3210 )

いわいの郷
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ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
費
用
無
料
、
要
申
込
）

◦
日
時
＝
７
月
18
日
㈬
～
25
日

㈬
※
土
日
除
く
。
資
格
等
の
有

無
に
よ
り
受
講
日
数
が
変
わ
り

ま
す
。

◦
申
込
期
限
＝
7
月
９
日
㈪

◦
場
所
＝
▽
学
科 

久
留
米
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー
▽
実
技 

久
留
米

市
植
木
農
業
協
同
組
合

◦
定
員
＝
20
人

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
４
７
７
・
６
０
８
８
）

　

子
ど
も
会
や
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広

場
等
の
青
少
年
育
成
関
係
団
体

を
支
え
る
指
導
者
の
知
識
や
技

術
の
習
得
、
資
質
の
向
上
を
目

的
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
１
日
㈰
９
時
受
付

◦
日
時
＝
７
月
20
日
㈮
14
時
～

16
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
大
会

議
室
（
八
女
市
本
村
25
）

◦
申
込
期
限
＝
６
月
25
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場

の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
働
く
上
で
の
問

題
や
悩
み
、
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士

相
談
も
行
い
ま
す
。（
※
相
談
無

料
、
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）

◦
日
時
＝
６
月
17
日
㈰
10
時
～

18
時
（
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は

15
時
～
17
時
）

◦
会
場
＝
西
鉄
久
留
米
駅
２
階
エ

マ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
メ
前
※
個
別
相

談
ブ
ー
ス
で
の
面
接
相
談

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
筑
後
労

働
者
支
援
事
務
所（
☎
０
９
４
２・

３
０
・
１
０
３
４
）

◦
申
込
＝
社
会
福
祉
法
人
寿
福

祉
会
（
☎
２
４
・
５
３
１
１
）

　　
一
緒
に
運
動
す
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装

で
シ
ュ
ー
ズ
、
水
筒
を
持
参
く
だ

さ
い
。事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
毎
週
土
曜
日
20
時
～

22
時

◦
場
所
＝
黒
木
小
学
校
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
松
尾
写
真
館

（
☎
４
２
・
０
１
３
７
）

　

お
子
さ
ま
の
養
育
面
に
関
す

る
悩
み
や
心
配
事
に
対
し
て
、
教

育
・
医
療
・
福
祉
等
の
各
専
門

家
が
個
別
に
応
じ
、
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
多
く
の
方
々

に
こ
の
機
会
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月
30
日
㈮
15
時
～
16
時

◦
内
容
＝
親
子
で
学
ぶ
活
動
（
歌

遊
び
や
音
・
色
・
光
・
感
触
な
ど

見
え
に
く
い
子
ど
も
も
楽
し
め
る

感
覚
遊
び
）、
情
報
交
換
な
ど

◦
締
切
＝
実
施
日
の
1
週
間
前

②
わ
く
わ
く
教
室

◦
対
象
＝
見
え
方
・
目
の
使
い
方

に
心
配
の
あ
る
小
・
中
学
生
お
よ

び
そ
の
保
護
者
や
指
導
者

◦
日
時
＝
８
月
２
日
㈭
９
時
～
11

時
30
分

◦
内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
や
視
覚
補
助

具
等
を
使
っ
た
学
習
体
験
、
見
え

方
に
配
慮
し
た
学
習
環
境
や
教

材
・
教
具
、
生
活
用
品
紹
介
等

◦
締
切
＝
７
月
13
日
㈮

①
②
共
通

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
場
所
＝
柳
河
特
別
支
援
学
校

◦
申
込
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

（
☎
０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３

／
N
０
９
４
４
・
７
３
・
６
２
９
１
）

　

旧
八
女
市
小
学
校
区
16
学
童

保
育
所
の
夏
休
み
期
間
の
ア
ル
バ

イ
ト
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
高
卒
以
上
～
65
歳

◦
募
集
人
員
＝
各
学
童
若
干
名

開
始
～
16
時
40
分
終
了

◦
会
場
＝
広
川
町
町
民
交
流
セ
ン

タ
ー
「
い
こ
っ
と
」
大
研
修
室

◦
参
加
費
＝
20
円（
傷
害
保
険
代
）

◦
対
象
者
＝
子
ど
も
会
育
成
会

会
員
、
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
、
青

年
リ
ー
ダ
ー
関
係
者
、
体
験
活

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
に

関
心
の
あ
る
方
等

◦
締
切
＝
６
月
20
日
㈬

◦
申
込
＝
電
話
で
南
筑
後
教
育

事
務
所
社
会
教
育
室
へ
（
☎
０
９

４
２
・
５
３
・
７
５
２
４
）

①
た
ん
ぽ
ぽ
教
室

◦
対
象
＝
見
え
方
・
目
の
使
い
方

に
心
配
の
あ
る
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者

◦
日
時
＝
▽
第
１
回 

６
月
29
日

㈮
15
時
～
16
時 

▽
第
2
回 

11

心
と
体
の
発
達
教
育
相
談

　自然豊かな環境の中で集団生活を
行い、野外調理、自然体験、キャン
プファイヤーなどを行います。
◦対象＝市内在住または通学する小
学 5 年生～中学 3 年生◦期日＝ 8 月
10日㈮～ 12日㈰※２泊３日◦定員＝
70 人（先着）◦場所＝佐賀県波戸
岬少年自然の家◦参加費＝ 3,500 円
◦申込期間＝ 6 月 5 日㈫～ 6 月13
日㈬※受付時間９時～ 17 時（土・日
除く）◦申込方法＝電話にて先着順
に受け付けます。※キャンプミーティ
ング（事前説明会）を７月14 日㈯
18 時～八女文化会館にて行います。
詳しくは学校を通じて配付しますチラ
シをご覧ください。
◦申込・問い合わせ＝社会教育課 ( ☎
23・1318）

キラリ☆やめっ子
   サマーキャンプ

参
加
者

募
集

学
童
保
育
所
指
導
員
（
夏
休

み
ア
ル
バ
イ
ト
）

八
女
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

見
え
に
く
さ
の
あ
る

お
子
さ
ん
の
た
め
の
教
室

県
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
２
級
研
修
会

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会

【ペーパーフラワー教室】
◦出店者＝雑貨エクリュ◦日時＝６
月・７月（平日10 時～ 17 時）約
１時間◦場所＝本町２７２◦参加費
用＝ 2,000 円（おやつと飲み物付
き）◦持ち物＝紙切り用はさみ◦
予約＝ 22・7874（前日まで）※
お好きなサイズ・色のペーパーフ
ラワーを作ります。
【アロマについてのお話しとアロマ
ミスト作り】
◦出店者＝みずいろ◦日時＝６月・
７月（11 時 ～ 18 時 ）水 曜日午
後を除く。約１時間◦場所＝本町
179-1◦参加費用＝ 3,000 円◦予
約＝ 070・4722・3216

問い合わせ＝地域振興課
町並み景観係☎ 24・8164 ／
hachihimeohiromekai@gmail.com

八
は ち

姫
ひ め

お披露目会2018夏
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【第35回絣の里巡りin筑後】
◦ 日 時 ＝ 6/2 ㈯ 3 ㈰ 9:00
～ 16:00 ◦場所＝熊野区公
民館◦問＝市観光協会（☎
0942・53・4229）

【椛島菖蒲園】
◦日程＝5 月下旬～ 6 月上旬
◦場所＝柳川市役所南の川
下りコース沿い
◦問＝市観光課（☎ 0944・
77・8563）

【昇開橋スタンプラリー、え
つ祭り、なまずサミット】
◦ 日 時 ＝ 6/17 ㈰ 10:00 ～
16:00 ～◦場所＝筑後川昇開
橋展望公園◦問＝市観光協
会（☎ 0944・87・0923）

大川市

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
　

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
八
女

中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

筑
後
中
央
広
域
都
市
計
画
汚
物

処
理
場
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

《
事
前
縦
覧
》

◦
日
時
＝
６
月
1
日
㈮
～
６
月

15
日
㈮
、
8
時
30
分
～
17
時
15

分
。
土
・
日
は
除
く

◦
場
所
＝
都
市
計
画
課

《
公
聴
会
》

◦
日
時
＝
６
月
22
日
㈮
19
時
30

分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
５
研
修
室

※
公
述
（
意
見
を
述
べ
る
）
希

望
者
が
い
な
い
場
合
は
中
止
し
ま

す
。
公
聴
会
で
の
公
述
を
希
望

す
る
人
は
、
６
月
15
日
㈮
ま
で
に

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
窓
口

に
あ
る
申
出
書
に
記
入
し
、
提
出

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

狩
猟
免
許
（
網
猟
免
許
、
わ

な
猟
免
許
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二

種
銃
猟
）
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格
、
申
込
方
法
、
必
要
書

類
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
狩
猟
免
許
試
験
】

◦
試
験
会
場
＝
県
筑
後
農
林
事

務
所
（
筑
後
市
）

◦
試
験
日
＝
▽
７
月
26
日
㈭
（
申

込
期
限
７
月
13
日
㈮
）
▽
８
月
26

日
㈰
（
申
込
期
限
８
月
14
日
㈫
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

農
林
事
務
所
農
山
村
振
興
課（
☎

０
９
４
２
・
５
２
・
５
１
０
８
）

【
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会
】

◦
講
習
会
実
施
日
／
会
場
＝
７

月
22
日
㈰
／
小
郡
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
て
ら
す
」

◦
問
い
合
わ
せ
＝
朝
倉
猟
友
会

（
☎
０
８
０・５
２
７
７・２
２
２
６
）

【
狩
猟
免
許
更
新
】

　

狩
猟
免
許
の
更
新
を
受
け
る

場
合
は
、
県
が
行
う
講
習
会
を

受
講
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◦
講
習
会
開
催
日
／
会
場
＝

▽
７
月
４
日
㈬
／
黒
木
支
所
／

申
込
期
限 

６
月
22
日
㈮

▽
７
月
18
日
㈬
／
立
花
市
民
セ
ン

し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
内
で
傍
聴

す
る
に
は
傍
聴
券
が
必
要
で
す
。

傍
聴
券
は
当
日
19
時
か
ら
会
場

で
配
布
し
ま
す
。
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
／
N
２
２
・

５
１
３
１
）　

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
※
利
用
者
の
会
参
加
に
は
前

も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

《
７
月
分
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
６
月
23
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

タ
ー
／
申
込
期
限 

７
月
６
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

農
林
事
務
所
農
山
村
振
興
課
（
☎

０
９
４
２
・
５
２
・
５
１
０
８
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
国

民
生
活
基
礎
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
民
の
保

健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
、
所
得

等
の
状
況
を
世
帯
面
か
ら
総
合

的
に
把
握
し
、
今
後
の
厚
生
労
働

行
政
の
企
画
お
よ
び
立
案
の
た
め

の
基
礎
資
料
を
得
る
極
め
て
重
要

な
調
査
で
す
。
今
年
は
全
国
で
１

１
０
６
地
区
を
無
作
為
に
選
び
、

そ
れ
ら
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
世

帯
の
方
々
に
６
月
７
日
㈭
と
７
月

12
日
㈭
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し
た
際

に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
１
１
１
）

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
を

更
新
し
ま
す

平
成
30
年
度
狩
猟
免
許
試
験

国
民
生
活
基
礎
調
査

火災出火件数  4件 （16件）
救急出動件数 275件 （1,190件）
救急搬送人数 267人 （1,147人）

人身事故発生件数 25件 （118件）
傷　　者 31人 （148人）
死　　者 1人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,347 (+25）
男 30,367  (+9)
女 33,980  (+16)

世帯数 24,865  (+111)
　※（　）内は前月比

出生 36 人 死亡 98 人
転入 300 人 転出 213 人

▼ 4 月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月30日現在）

▼ 4 月の異動

納期限・口座振替日は7月2日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（1期）◦住宅使用料（6 月）
◦保育料（6 月）
◦水道料金・下水道使用料（2 期）
◦農業集落排水施設使用料（2 期）

6月に
納める
もの

ハローワークでは新規学卒予定
者への求人を受け付けています
平成 31 年 3 月新規学校卒業予定
者を採用される場合、公共職業安
定所に「求人申込書」を提出いただ
くことになります。詳細は問い合わ
せください。◦中学校・高等学校求
人受付＝ 6 月1日～◦問い合わせ＝
ハローワーク八女（☎ 23・6188）
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予約

無料法律相談
◦ 6 月21日㈭ 、7 月5日㈭／ 相談　
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 6 月 8 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦ 6 月15 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 6 月 22 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 6 月15 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦6月14日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦6月20日㈬ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦6月1日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館／ふじの里（黒木）
　／立花市民センター／地域福祉セン
　ター（上陽）／矢部公民館／星野支所
行政相談（総務課☎23・1111）
◦6月7日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月12日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月20日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月11日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦6月1日㈮ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦6月13日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦6月15日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館

◦6月8日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦6月6日㈬、20日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦6月20日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦6月27日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月13日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦6月1日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦6月11日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦6月18日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦6月19日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦6月14日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月8日㈮・19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦6月14日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦6月28日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦�月～金 8:30 ～ 19:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／

毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00
　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30
　／八女市消費生活センター
　　☎23・1183
◦�毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所 ☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦�6月19日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183

教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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１歳おめでとう♡
これからも元気にすくすく
大きく育ってね♡

祝１歳！これからも好き嫌
いなく、たくさん食べて元
気に育ってね！

朝大くん１歳おめでとう。
明莉ちゃんと楽しく元気に
育ってね♡

さきちゃん、１歳おめでと
う！！元気で優しい女の子
に育ってね♡

祝１歳♡陽葵の過ごす日々
が笑顔と幸せであふれてい
ますように！！

１歳おめでとう！
隼矢、お兄ちゃんと仲良く
元気に育ってね！

お誕生日おめでとう！！
これからもたくさんの笑顔
見せてね♡♡

さくちゃん♡
ヒマワリのように笑顔いっ
ぱい元気に育ってね！

誕生日おめでとう♡
食べるの大好きりくと君！
元気に育ってね☆

１歳おめでとう！元気なお
姉ちゃんに負けない様にス
クスク育ってね！！

昊ちゃんお誕生日おめでと
う！たくさん笑って大きく
なってね！

笑顔が可愛いあきちゃん、
１歳の誕生日おめでとう♡
成長が楽しみです♪

１歳のお誕生日おめでとう
♡元気で優しい女の子に
なってね。

１歳おめでとう♡
お兄ちゃん２人と仲よく元
気に大きくなってね♪

ゆなちゃん１歳おめでとう。
毎日幸せをありがとう。元
気いっぱい大きくなってね

野田 寛
か ん た

太ちゃん

鹿野 鈴
す ず か

夏ちゃん

樋口 朝
あ さ ひ

大ちゃん

西尾 咲
さ き

紀ちゃん

大石 陽
ひ ま り

葵ちゃん

松延 隼
じゅんや

矢ちゃん

田中 結
ゆ な

菜ちゃん

柴垣 咲
さ く た

太ちゃん

樋口 睦
り く と

斗ちゃん

志原 潤
じゅん

 ちゃん 益本 昊
こ う た ろ う

太朗ちゃん

元村 彩
あ き

希ちゃん

河原 ひかりちゃん

國松 妃
ひ ま り

茉莉ちゃん

樋口 結
ゆ な

愛ちゃん

Ｈ29年6月12日生（馬場）

Ｈ29年6月26日生（室岡）

Ｈ29年6月16日生（大島）

Ｈ29年6月27日生（蒲原）

Ｈ29年6月6日生（龍ヶ原）

Ｈ29年6月17日生（今福）

Ｈ29年6月1日生（立花町）

Ｈ29年6月20日生（黒木町）

Ｈ29年6月1日生（新庄）

Ｈ29年6月7日生（立花町） Ｈ29年6月8日生（稲富）

Ｈ29年6月22日生（黒木町）

Ｈ29年6月6日生（立花町）

Ｈ29年6月12日生（津江）

Ｈ29年6月25日生（黒木町）

泰ちゃん1歳おめでとう！
元気にのびのび大きくなっ
てね。

末崎 泰
た い し

士ちゃん

Ｈ29年6月3日生（緒玉）

おたんじょうびおめでとう

☆そうちゃん☆１歳おめでと
う！！たくさんの幸せをあり
がとう♡

西村 颯
そうすけ

将ちゃん

Ｈ29年6月28日生（井延）

　
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
」
地
内
に
あ
る
八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公

園
（
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
）
に
、
念
願
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が

完
成
し
、
５
月
13
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
タ
八
女
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
は
、
天
然
芝
の
公
式
規
格
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
２

面
を
備
え
る
八
女
市
自
慢
の
施
設
で
、
平
成
25
年
の
オ
ー
プ
ン
か

ら
29
年
度
ま
で
に
、
延
べ
７
万
人
以
上
（
観
客
除
く
）
に
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
▼
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
と
な

り
ま
し
た
が
、
八
女
市
出
身
の
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
高
橋
大
輔
さ
ん
や

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」の
元
選
手
等
に
よ
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
チ
ー
ム
に
、

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
中
学
生
選
抜
チ
ー
ム
と
の
友
好
試
合
を

行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
市
内
外
か
ら
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
▼
新
し
く
完
成
し
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
２
階
建
て
（
延

べ
床
面
積
４
９
５
㎡
）
で
、ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
４
室
、シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
２
室
、
審
判
室
、
多
目
的
室
な
ど
を
完
備
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
大
学
や
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
な
ど
大
規
模
大
会
の
会

場
と
し
て
、
ま
た
合
宿
に
も
多
数
利
用
さ
れ
る
予
定
で
、
さ
ら
に

快
適
な
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
▼
こ
こ
は
、
高
齢
者
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
大
会
に
も
利
用
で
き
る
施

設
で
す
。
ま
だ
、
ご
来
場
い
た
だ
い

た
こ
と
の
な
い
市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
一
度
お
越
し
い
た
だ
き
、
天
然
芝

の
色
鮮
や
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
全
国
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
一
緒
に
お
願

い
し
ま
す
。

八女東部スポー
ツ公園にクラブ
ハウスが完成

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

１歳おめでとう♡七碧の笑
顔で皆を笑顔にしてね☆七
碧だいすき♡♡

梅崎 七
な な み

碧ちゃん

Ｈ29年6月6日生（国武）

㊺市 ラム長コ

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
先
日
八
女
の
手
漉
き
和
紙
を

使
っ
た
切
り
絵
の
モ
ビ
ー
ル
づ

く
り
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

ナ
イ
フ
を
入
れ
る
た
び
に
緊
張

感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
切
り
と

る
感
触
の
中
に
和
紙
を
漉
く
光

景
が
浮
か
び
、想
い
が
深
ま
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
先
日
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
な
ん
と
か
完

走
で
き
た
も
の
の
、日
ご
ろ
の
運

動
不
足
も
痛
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

体
力
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
近
頃
、
取
材
で
若
い
農
業
者

の
方
と
お
話
す
る
機
会
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
八
女
は
農
産
物

の
宝
庫
。
生
産
に
携
わ
る
若
い

皆
さ
ん
も
八
女
の
宝
。
た
く
さ

ん
の
宝
を
応
援
す
る
広
報
八
女

で
あ
り
た
い
で
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）


